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廿日市市 202４年１２月取材

【経営状況】
◆就農：平成31年４月
◆経営面積：30a（ほうれんそう）
◆雇用人員：２名
◆販路：市場、スーパー、産直市等

農業はやりがいや面白さがある反面、
厳しい職業でもある。就農にあたり先輩
たちとの出会いは大きな財産となった。
学ぶ姿勢を大切にまずは行動してほしい。

【就農のきっかけ】
県内の大学を卒業後、東京で６年間システムエンジニア

をしていた。自ら経営したかったことや、体を動かし健康
的に働ける分野を地元の広島で探していたところ、高校の
陸上部の先輩のアドバイスや研修制度もあり、就農を決意。
【課題と解決】
農業には関わりがなかったため、人脈づくりに努めた。

廿日市市から紹介された中国四国農政局広島県拠点が開催
する「農を取りまく情報交流の広場」で出会った農家から
研修に加えてノウハウを丁寧に学ぶことができた。
【今後の経営方針】
夏の暑さやべと病などに対処し、年間を通じ高品質で安

定した生産を目指す。生産量を増やすため規模拡大など農
業経営にも力を入れたい。

久保田さんと収穫前のほうれんそう遮光などを工夫した単管パイプハウス
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就農を考えている人への一言


